
保育通信 Ⅲ 
【放射線について学ぶ】 

2011年 5月 10日、民家の二階を借りてオープンした「たんぽぽサロン」は、3年間で徐々
に利用者が増加し、年間延べ 1,700 人の親子が訪れる居場所になりました。そのため床の
耐久性の問題で一時サロン閉鎖の危機に陥りましたが、2014年 3月、空き家だった庭付き
の一軒家に引っ越し、それを機に私一人ではなくサロンの利用者である子育て当事者が副

代表や事務局長などを担い組織としてボランティア運営を始めました。親子が集う場なの

で放射線量が心配だった私達は、再オープンに向け線量計であらゆる場所を測定し、壊れ

ていた雨どい付近など高線量の場所は行政に除染してもらい、みんなで草むしりをしたり、

たまっていた枯葉や木の枝などを取り除き砂利を敷いたりと線量を下げる努力をしました。 
子育てする中で不安な気持ちを少しでも軽くするためには、待つだけではなく自分たち

の目で確認し、自分たちの手で納得できるよう改善することも大事だと感じました。放射

線について基本的な知識や情報を得ることも必要なのですが、学びたい気持ちがあっても 

母親達は幼い子ども達を連れて講演を聴きに行くことはなかなか出来ず、たとえ行けたと

しても様々な立場にいる聴衆の前では心配に思っていることを聞く勇気がなかなか持てな

いと知りました。 
そこで、2014年 7月、福島市にある除染プラザから放射線アドバイザーの先生を派遣し

てもらい、たんぽぽサロンで「放射線について語ろう」という少人数の座談会を開催しま

した。集まった母親達から出てきた質問は、「今まで避けてきたのですが今年の夏は近くの

川で遊んでも大丈夫でしょうか？」「自宅は井戸水なのですが、子ども達に飲ませてもいい

でしょうか？」「スーパーの野菜は同じ野菜でも産地が違うのですがどれを選んだらいいか

迷います」など具体的な内容ばかりでした。専門家の先生は「ご質問ありがとうございま

す。心配ですよね。それは…」と、否定ではなくその気持ちを受け止めたうえで、どこに

気を付けたらいいかをデータを参照に一つ一つ丁寧に答えてくれて、母親達はホッと安堵

して真剣に話を聞いていました。同席した市役所の放射線対策課の担当職員は、震災から 3
年以上過ぎてもまだまだ親の不安は消えてはいないのだと驚いた様子でした。「大丈夫と言

われても何が大丈夫なのかと余計に不安になることがある」と子育て当事者は訴えます。

この福島で生活するからには、少しでも安全な場所で過ごし少しでも安心なものを食べさ

せ子どもの被ばくを軽減したいと願う親の気持ちは丁寧に受け止め、漠然とした「大丈夫」

という言葉ではなく、より具体的に正しい情報を伝えて共有していくことが大事だと感じ

ています。心のケアも含めての個別の相談も必要だと思いました。 
また、これからは、親向けだけでなく子ども向けの放射線教育も必要だと思います。「こ

のどんぐりは拾ってもいいの？」という質問に「ダメ」という禁止ではなく、どんな状態

が危険なのか？どんな状態なら拾っても心配ないのか？などを科学的に丁寧に教え、むや

みに怖がらせるのではなく、子どもが自分自身を守れるような教育がとても大事だと思っ

ています。これは、福島の子ども達だけではなく日本中の子ども達に必要なことだと思っ



ています。偏見や風評被害やいじめなどの問題をなくすためにも 年齢に応じた震災・原

発・放射線などに関しての正しい知識を得ることが今後さらに重要だと思っています。押

し付けて教え込むのではなく、3歳くらいから親子で一緒に学ぶ機会もあればさらに理解が
深まると思います。日本の問題として、大切な福島の友達のためにみんなで考える機会を

持ってほしいと思います。 
 
 
【子ども達を取り巻く環境】 
震災当時は、極度の緊張で大人は見えない事への不安や恐怖で一杯でした。 

それは、子どもにとっても同様で、些細なことで泣き叫んだり、少しの音でびくっとおび

えたり、余震の小さな揺れにも親にしがみつき震えたりする状況が長く続きました。 
今でも 地震に対して敏感に反応してしまう人はたくさんいます。 
福島では放射線から少しでも子ども達を守るために親子で部屋の中で過ごす時間が増え

ました。原発事故直後は、何もわからずに外に行きたがる子どものストレスはとても大き

く、親にとっても辛い日々でした。その対策として除染と同時進行で、室内遊び場が県内

各地に作られ子ども達が大型遊具でのびのびと身体を動かし遊べるような環境が整備され

てきました。特に 子ども達にとって、「砂場で遊ぶ」ことがどれだけ必要なものだったか

が注目され 県内各地に今まで考えたこともなかった様々な形の室内砂場が出来ました。

室内でも自然素材の土や水に触れる体験が出来る「砂場」の果たす役割は大きく、遊び場

で父親が子どもと裸足で泥んこになって遊ぶ姿も多く見られるようになりました。思い返

せば、震災前から子ども達の砂場離れはありました。近年、子どもだけでなく親も「汚れ

る」ことを嫌う傾向があり、衛生面の不安もあり砂場を避ける様子も見られていました。

そんな中での原発事故。改めて子どもの育ちにとって必要なものは何かを保育士として考

えさせられました。 
数年前から子ども達が疲れやすい、転びやすいなど体力低下の問題が取り上げられる

ようになってきました。また、落ち着きがない子ども達が増えてきたという報告もされて

います。日常生活の中で坂道を歩いたり、規制のない広い空間で自由に走りまわったりす

る機会が減り、乳幼児もお散歩など当たり前だった経験が少なくなったことも影響がある

かもしれません。時間の経過と共に少しずつ安全の確保をしながら子どもの健やかな育ち

のためにも室内だけでなく外遊びを取り入れていく工夫が必要になり、昨年頃から「冒険

あそび場」などの取り組みも活発になってきました。原発問題の解決までに時間がかかる

現状なので、子育て環境が充実し選択肢が増えることは、子育て中の親にはとてもうれし

いことです。個人宅の除染も早急に進めると同時に、遊び場の線量を丁寧に測定し親子が

安心できるよう正確な情報提供は今後も継続してほしいと思います。 
また、子どもの健康状態を少しでも改善するために低線量の地域への保養は継続して必

要だと思っています。ストレス解消のためにも環境を変えて県外にて過ごす時間も大事だ



と思います。情報が得やすい環境の親ばかりではありません。まだ保養を一度も経験した

ことがない親子もたくさんいます。国の施策としてせめて週末や長期の休みには、親も子

も何も心配することなく自然の中で深呼吸が出来るような保養環境を福島で生きるすべて

の子ども達に用意してもらいたいと願っています。高速道路料金についても原発の問題が

完全に収束するまでは低線量の場所に気軽に出かけられるように配慮してほしいと子育て

当事者は望んでいます。 
 
【母親としての想い】 
震災直後のパニック状態を考えれば、今の福島の状況は落ち着きを取り戻しています。 
公的な場所から除染が少しずつ進み街の中は活気を取り戻しています。 
マスクをしている人の姿はほとんど見かけなくなり被ばくへの不安を口にすることも減っ

てきました。しかし、母親の気持ちは複雑になってきているようにも感じています。 
「もう震災の事は考えたくないし、忘れたいから言いたくない」という母親。「気にしても

仕方がないから気にしないようにしている」という母親。「口にすると神経質だと思われて

しまうのが嫌だから言わない」という母親。そして、情報収集して学んだことで「今の状

況ならそれほど心配する状況でない」と判断して口にしなくなった母親。反対に「不安な

気持ちは変わらず今からでも自主避難したい」とずっと悩み続けている母親。それぞれが

葛藤してきた４年間だったと思います。子どもを想い頑張ってきた親の気持ちを大事にし

たいと思っています。そして、彼女たちがいつでも安心して気持ちを打ち明けていいと思

える場所や環境を作ることが大事だと思っています。想いを閉じ込めずに話せる相手が必

要だと感じてきました。家族の中でも考え方が違うことで自分の考えを言えず苦しむ人も

いたり、話しあいにならずにご夫婦の気持ちがすれ違い離婚に至ったケースもありました。 
 口に出さないからといって、決して不安でなくなったわけでも忘れたわけでもないので

す。震災から 4年目の 3月 11日、「テレビを見ていると当時のことを思い出して辛くなる」 
「復興、復興ってイベントのように言葉が独り歩きしている気がする」そんな言葉を多く

耳にしました。感情の揺れはまだまだ続くことでしょう。いまだ避難中で不安な毎日を過

ごす親子もたくさんいることも忘れてはならない事実です。 
 
【震災から 4年が過ぎて】 
福島では原発問題で今もなおたくさんの人が苦しんでいます。子どもの将来を心配する親

もたくさんいます。甲状腺のことを考えないようにしていても、この不安が消えることは

ずっとないのだと考えると子育て中の親の苦悩は計り知れないものだと思っています。子

どもの健康状態を今後も長期的にケアしていくことが必要だと思いますし、どんな小さな

ことにも対応できるカウンセリングを含めた医療の充実は欠かせないと思います。 
本当に望むことは、震災前の福島に戻してほしいということです。無理だとわかっている

から誰も口には出さずに悔しい想いを噛みしめてきました。でも、いつまでも大人が泣い



て怒って不安定になっていてはいられません。子ども達はどんどん成長していくからです。

大人が笑顔で「何も心配いらないよ、大丈夫だからね」と子どもを不安にさせないように

しっかりと前を向いて進んでいかなくてはなりません。いつまでも与えてもらうだけでは

なく、自らの力で立ち上がり子ども達が元気に過ごせるように工夫しながら生活している

福島の親子を応援していただけたらと思います。精一杯親子に向き合ってきた保育士も疲

労が蓄積しています。今後は、支援者支援も重要な課題になってくると思っています。 
震災から 4 年という時間の経過と共に「忘れられる」速度が増していることを感じ、私

自身が哀しくてたまらなくなる時があります。それでも、現実を見つめながら子ども達の

ために何とか工夫して日常生活が豊かになるようにと努力してきましたし、これからも出

来ることを続けていきたいと思っています。そして、こんなことを言ったらもっとつらい

気持ちを抱えている人に悪いのではないか、わがままだと思われるのではないかと、我慢

するのでなく、子どもにとって本当に必要だと思えることは、当事者自身が勇気を出して

声を上げていけるように寄り添っていきたいと思っています。 
 親子の居場所「たんぽぽサロン」という拠点での活動を通じて、県外のたくさんの人と

繋がりました。手紙や物資の提供だけでなく、長崎・福岡・香川・福井・京都・神奈川・

東京・埼玉…など遠方から「福島の親子に逢いたい、話しを聴きたい」と足を運んでくれ

る方がいてくれて、そのたびに「忘れていないよ。ずっと応援しているよ」と励まされ と

ても嬉しく一人じゃないと感じてきました。 
皆様にお願いです。どうか福島においでください。想像ではなく、現状を実際に見てく

ださい。沿岸部の状況や避難地域の状況をどうか知ってください。現地で話を聞けばそれ

ぞれが抱える課題が見えてくることでしょう。そして、たくましく生きる福島の親子に逢

いに来てください。子ども達の笑顔は未来への希望です。私たち大人が勇気づけられてい

ます。その笑顔を社会全体で守って欲しいと心から願っています。 
 
 
 


